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い
か
に
”新
型
“コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
変
異
を
続
け
よ
う

と
、
私
た
ち
が
と
る
べ
き
行

動
は
一
年
前
に
提
示
さ
れ
た
も

の
か
ら
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い

な
い
。
感
染
拡
大
が
収
ま
ら

な
い
の
は
、
移
動
を
我
慢
が

で
き
な
い
せ
い
だ
と
さ
れ
る

が
、
古
来
旅
を
続
け
て
き
た

我
々
に
と
っ
て
旅
と
は
生
き
る

こ
と
と
同
義
で
あ
る
。
観
光

産
業
が
壊
滅
的
な
打
撃
を
受

け
て
い
る
現
状
は
と
て
も
苦
し

い
が
、
こ
れ
ま
で
の
観
光
の
あ

り
方
が
転
換
点
を
迎
え
て
い

る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
受

け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
今
号
の
企
画
意
図

は
そ
の
確
認
に
あ
る
。
リ
ス

ク
を
前
提
と
し
た
こ
れ
か
ら

の
観
光
は
、
既
定
路
線
の
延

長
に
は
な
い
は
ず
だ
。
訪
問

先
地
域
の
意
向
を
確
認
す
る

こ
と
か
ら
始
め
る
と
い
う
時

点
で
、
旅
人
の
意
識
は
変
容

し
て
お
り
、
や
っ
と
主
役
に
な

れ
た
と
安
堵
し
て
い
る
地
域

も
少
な
く
な
い
。
地
域
が
守

り
伝
え
た
い
自
然
や
文
化
と

出
会
う
旅
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
で
あ
る
。
Ｊ
Ｅ
Ｓ
は
Ｗ
ｉ
ｔ

ｈ
コ
ロ
ナ
の
新
し
い
旅
の
水
先

案
内
人
と
な
れ
る
だ
ろ
う
か
。
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法人会員紹介  

株式会社
JTBコミュニケーションデザイン

MICEやプロモーション、施設運営
等の「コミュニケーション事業」を
展開。地域活性支援等も通じ持続
可能社会の実現を目指します。

■法人会員　企業・団体名：
NPO	法人赤目四十八滝渓谷保勝会 /奄美群島エコツーリズム推進協議会 /岩手県二戸市/合資会社浦内川観光 /一般社団法人エコロジック/愛媛県 /	愛
媛ダイビングセンター/NPO	法人奥入瀬自然観光資源研究会 /一般社団法人小笠原村観光協会 /	NPO法人おきなわ環境クラブ/沖縄県環境部自然保護
課 /株式会社風の旅行社 /上市町観光協会 /環白神エコツーリズム推進協議会 /一般財団法人	休暇村協会 /株式会社	近畿日本ツーリスト首都圏 /ぐりー
んぴーす株式会社 /下呂市エコツーリズム推進協議会 /一般社団法人	元気インターナショナル/	小岩井農牧株式会社 /株式会社コスモスイニシア/株式
会社	五千尺 /サービス・ツーリズム産業労働組合連合会 /株式会社ジェーシービー/株式会社	JCBトラベル/一般財団	法人自然公園財団 /NPO法人	自
然体験学校 /株式会社	JTB	/ 株式会社	JTBガイアレック/	JTB	協定旅館ホテル連盟 /	JTB	グループ労働組合連合会 /株式会社	JTBコミュニケーションテ
デザイン/株式会社	JTB	メディアリテーリング/一般社団法人全国旅行業協会 /全日本空輸株式会社 /大山山麓・日野川流域観光推進協議会 /株式会社
高田松原 /谷川岳エコツーリズム推進協議会 /株式会社	知多半島ナビ /東京都 /東京都小笠原村/公益財団法人東京観光財団 /東武トップツアーズ株
式会社 /鳥取県大山町/富山県上市町/公益財団法人名古屋市民休暇村管理公社 /二尊院	宿坊えんとき/公益社団法人日本観光振興協会 /日本航空株
式会社 /公益財団法人日本交通公社 /	公益財団法人日本修学旅行協会 /公益社団法人日本ナショナル・トラスト協会 /	NPO法人日本ヘルスツーリズム
振興機構 /株式会社日本旅行	/一般社団法人日本旅行業協会 /濃飛乗合自動車株式会社 /株式会社博報堂 /東北リゾートサービス株式会社 /ハワイ州
観光局 /東近江市エコツーリズム推進協議会 /東日本旅客鉄道株式会社 /	NPO	法人飛騨小坂	200	滝 /株式会社ピッキオ/株式会社フィールド&マウン
テン/福島県北塩原村/富士急行株式会社 /ベルトラ株式会社 /北海道弟子屈町/マカオ政府観光局 /	Mt.6	/一般社団法人松本観光コンベンション協
会 /株式会社未来政策研究所 /宮崎県串間市/特定非営利活動法人森のこだま /株式会社モンベル/	YaH	株式会社 /公益財団法人屋久島環境文化財団
/株式会社八ヶ岳登山企画 /やったろうde高島 /特定非営利活動法人	湯来観光地域づくり公社 /一般財団法人ロングステイ財団	（2021年5月末現在）

16

福島県北塩原村

村内のほとんどが磐梯朝日国立公
園内に位置し、「裏磐梯」と呼ばれ
る地域には「五色沼湖沼群」や「桧
原湖」などの景勝地があります。

株式会社
近畿日本ツーリスト首都圏

SDGsが浸透するなかエコツーリ
ズムへの関心が高まっています。
自然を大切に楽しむ旅をお届けし
ます。

公益社団法人日本観光振興協会

観光振興に関する中枢機関とし
て、観光立国の実現、地域経済・観
光産業の発展、国際親善を推進し
ています。

編集後記

事務局通信 

　本誌掲載記事・写真・イラストの無断転載を禁じます。

（
海
津
ゆ
り
え
Ｊ
Ｅ
Ｓ
運
営
役
員
）

エコツーリズムサイト便り

クリッピング海外情報

事務局通信

表紙写真：ルーマニアの自然保護区内の野生のクマ©	Mihai	Moiceanu_MNF	

季刊 旅から始まるエコとの出会い Travel meets Eco

ヨーロッパに残された
豊かな自然と深い歴史を活かして
ルーマニア・エコツーリズム協会

巻頭インタビュー

JAPAN
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下呂温泉における
エコツアーの効果に関する調査

エコツーリズムの現場から

岐阜県高山市

乗鞍山麓五色ヶ原の森

エコツーリズムサイト

会議等実施・派遣報告
（2021年4月～6月）

4/7	 一般社団法人HAKUBAVALLEY	TOURISM
	 (広域DMO）講師派遣
4/21	 乗鞍岳エコツーリズム検討部会出席
4/22　	 明海大学ホスピタリティ・ツーリズム学部　
	 講師派遣
4/29　	 田川博己会長、旭日中綬章受章
5/25　	 JES拡大理事会
6/11　	 第13回全国エコツーリズム学生シンポジウム
	 第1回実行委員会
6/25　	 JES総会
6/24～7/2	環境省エコツーリズム人材育成事業	
	 インバウンド研修開催（オンライン）

JES行事予定
（2021年7月～）

7月	 第13回全国エコツーリズム学生シンポジウム
	 発表者募集開始
9月上旬　環境省エコツーリズム人材育成事業　
	 参加者募集開始

JES2020年度 
活動報告

特集
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野
生
動
物
保
全
の

国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当

か
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
の

設
立
者
へ

―
―
ル
ー
マ
ニ
ア
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
な
ん

で
す
か
？

　

欧
州
に
生
息
す
る
大
型
野
生
動
物
の

ク
マ
、
オ
オ
カ
ミ
、
オ
オ
ヤ
マ
ネ
コ
な

ど
の
約
40
％
が
ル
ー
マ
ニ
ア
に
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
９
９
３
年
か
ら

２
０
０
３
年
に
、
こ
れ
ら
の
野
生
動
物
の

保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ル
ー
マ
ニ
ア
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
カ

ル
パ
テ
ィ
ア
大
型
肉
食
動
物
保
全
事
業

（
Ｃ
Ｌ
Ｃ
Ｐ
）」
と
よ
ば
れ
、
当
時
、
Ｗ

Ｗ
Ｆ
（
世
界
自
然
保
護
基
金
）
や
ド
イ
ツ
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
か
ら
支

援
を
得
て
実
施
し
た
欧
州
で
も
大
き
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
で
し
た
。
野
生

動
物
の
生
息
調
査
が
主
で
し
た
が
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
１
９
９
９
年
に

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
が
始
ま
り
、

当
時
私
は
国
立
公
園
の
職
員
と
し
て
携

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

終
了
を
前
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も

継
続
的
に
野
生
動
物
の
保
護
・
保
全
と

観
光
の
両
立
を
図
る
た
め
に
、
Ｃ
Ｌ
Ｃ

Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
、
ツ
ア
ー
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
、
宿
泊
施
設
な
ど
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
推
進
す
る
国
内
の
関
係
者
が
集

ま
り
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
グ
ル
ー
プ
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
保
全
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
終
了
し
た
２
０
０
３
年
に
、

Ｗ
Ｗ
Ｆ
を
共
同
設
立
者
に
入
れ
、
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
グ
ル
ー
プ
を
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

協
会
」
と
し
て
登
録
し
た
の
で
す
。
そ
れ

以
来
、
私
は
協
会
設
立
メ
ン
バ
ー
の
一
人

と
し
て
、
同
協
会
の
代
表
と
し
て
、
ま
た

職
員
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

観
光
を
通
じ
て
自
然
保
護
区

と
周
辺
地
域
を
ひ
と
つ
に

す
る
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
う
考
え
方

―
―
貴
協
会
の
主
な
活
動
に
つ
い
て
教
え

て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

　

現
在
、
協
会
で
は
事
務
所
長
と
私
を

含
め
た
常
勤
職
員
３
名
が
働
い
て
い
て
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
専
門
家
や
人
を
雇

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
協
会
の
会
員
数

は
81
件
で
、
観
光
事
業
者
が
半
分
、
残

り
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
研
究
者
な
ど
の

個
人
で
す
。
私
た
ち
は
、
国
立
公
園
な

　日本の本州とほぼ同じ面積に人口約2,000万人が暮らす東欧の国「ルーマニア」。
国土の中央をカルパティア山脈が弧状に延び、欧州最大の湿地帯「ドナウ・デルタ」は世界自然遺産に登録されている。

森林、鍾乳洞など豊かな自然資源を有し、大型の野生動物が生息するルーマニアは2000 年代初頭からエコツーリズムに取り組んできた国だ。
その少し前、1989 年にルーマニアは社会主義共和国から現在のルーマニアへと変貌をとげている。

ルーマニア・エコツーリズム協会設立以前からエコツーリズム事業に関わり、専門家として協会で活動を続けてきた、
アンドレイ・ブルマー代表にルーマニアのエコツーリズムや協会の取り組みなどについて話を伺った。

I n t e r v i ew

ア
ン
ド
レ
イ
・

ブ
ル
マ
ー

A
sso

c
ia

tio
n

 o
f E

c
o

to
u

rism
 in 

R
o

m
a

n
ia

(A
E

R

）

ル
ー
マ
ニ
ア
・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
代
表

収録日：2021 年 5 月 17 日
収録場所：Web インタビュー
インタビュアー：赤間亜希
 （日本エコツーリズム協会事務局）

カヌー ©PC_Moiceanu

馬そり © Mircea Bezergheanu_BTI_5 Mircea Bezergheanu

自然保護区内のサインを使った解説 ©TD_foto AMO RIDERS
（写真協力：ルーマニア・エコツーリズム協会）

ど
の
自
然
保
護
区
で
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
を

展
開
し
保
全
に
貢
献
す
る
こ
と
を
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
し
て
い
て
、
こ
れ
は
協
会
が
目

指
す
ゴ
ー
ル
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

協
会
の
活
動
は
主
に
２
つ
で
、
会
員
と

な
っ
て
い
る
観
光
事
業
者
を
支
援
す
る
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
業
で
す
。

　

ま
ず
会
員
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で

す
が
、
観
光
事
業
を
営
む
会
員
の
多
く

は
小
規
模
事
業
者
な
の
で
「D

iscover	
Eco-Rom

ania

」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
の

も
と
協
会
の
Ｈ
Ｐ
を
通
じ
て
彼
ら
の
情
報

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
業
で
す
が
、

今
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
（
観
光
地
）
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
２
０
０
３
年
の
協
会
設
立
後

す
ぐ
に
、
私
た
ち
は
自
然
保
護
区
で
の
ビ

ジ
ネ
ス
や
ツ
ア
ー
催
行
の
た
め
に
「Eco	

Rom
ania

」
と
い
う
協
会
独
自
の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
認
証
制
度
を
開
発
し
ま
し

た
。
対
象
は
１
泊
以
上
の

宿
泊
を
伴
う
15
人
以
下
の

「
ツ
ア
ー
」
と
、
農
村
や

自
然
地
域
に
あ
る
25
部
屋
以
下
の
「
宿

泊
施
設
」
で
す
。
現
在
、
７
つ
の
ツ
ア
ー

と
33
箇
所
の
宿
泊
施
設
が
こ
の
認
証
を

取
得
し
て
い
ま
す
。
当
時
、
認
証
の
導
入

が
ツ
ア
ー
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が

る
と
考
え
た
の
で
す
が
、
認
証
事
業
に
取

り
組
ん
で
か
ら
数
年
後
、
認
証
を
取
得

し
た
事
業
者
や
宿
泊
施
設
の
ビ
ジ
ネ
ス

が
思
っ
た
ほ
ど
伸
び
て
い
な
い
こ
と
に
気

づ
き
、
こ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
だ
と
気
づ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

国
内
に
印
象
付
け
る
こ
と
に
難
し
さ
を

感
じ
て
い
た
時
に
、
自
然
保
護
区
の
周
辺

地
域
を
巻
き
込
ん
だ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
観
光
地
）
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
に
注
目
し
、
こ
れ
に
取
り

組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
づ
く
り
に
貴
協
会
は
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
る
ん
で
す
か
？

　

ル
ー
マ
ニ
ア
で
は
国
が
地
域
に
対
し
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
認
証
す
る
仕
組
み
が
あ
る
の
で
、
こ
れ

を
活
用
し
て
自
然
保
護
区
だ
け
で
な
く
、

そ
の
周
辺
地
域
を
含
め
た
エ
リ
ア
を
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
仕
組
み
づ
く
り
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
２
０
０
９
年
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
が
国
の
観
光
戦
略
に
初
め
て
組
み
込

ま
れ
、
認
証
制
度
と
し
て
承
認
さ
れ
た
の

は
２
０
１
９
年
で
し
た
。
そ
の
間
、
私
た

ち
は
観
光
省
、
環
境
省
な
ど
国
の
機
関

と
連
携
し
、
認
証
の
基
準
づ
く
り
に
協

力
し
ま
し
た
。
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

対
象
と
し
た
国
の
認
証
基
準
に
は
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ・エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
認
証
基
準
（
Ｅ

Ｅ
Ｔ
Ｌ
Ｓ
）」
の
指
標
を
活
用
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｅ
Ｅ
Ｎ
）
が
欧

州
の
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
開
発

し
た
指
標
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
（
Ｇ
Ｓ
Ｔ
Ｃ
）
の

基
準
に
準
拠
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
国
内

で
５
地
域
が
認
証
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
Ｈ
Ｐ
で
は
10
地
域
の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
７
地
域

で
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
の
も
と
、
各
地
域
に
２
名
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
雇
い
、
現
地
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
注

１
）
と
連
携
さ
せ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
仕
組
み
づ

く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
地

域
の
推
進
体
制
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
、
資
金
調
達
か
ら
ネ
イ
チ
ャ
ー
ト
レ
イ

ル
や
マ
ウ
ン
テ
イ
ン
バ
イ
ク
の
ト
レ
イ
ル

開
発
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
研
修
や
ビ
ジ
タ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
な
ど
ソ
フ
ト
面
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
ま
で
、
各
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
要
望
に

あ
わ
せ
て
協
力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
地
域
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
認
証
を
取
得
す
る
た

め
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
て
、
現
在
３
地

域
が
申
請
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
づ
く
り
に
は
資
金
の
確
保
と
い
う
大

き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
国
か
ら
の
予

算
は
な
い
の
で
、
欧
州
の
国
際
協
力
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
資
金
や
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

結
ん
で
い
る
ス
ポ
ン
サ
ー
団
体
の
フ
ァ
ン

ド
を
活
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
今

後
も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
軸
と
し
た
観
光

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
地
域
を
支
援

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ル
ー
マニア
の

エコツ
ー
リ
ズ
ム
体
験

―
―
最
後
に
、
貴
協
会
の
Ｈ
Ｐ
で
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
10
地
域
の
中
で
お

す
す
め
は
ど
こ
で
す
か
？

　

地
域
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
が
あ

り
ま
す
。
何
を
体
験
し
た
い
か
に
よ
り
ま

す
が
、
例
え
ば
、
ク
マ
な
ど
の
野
生
動
物

観
察
や
雄
大
な
自
然
の
景
色
を
楽
し
み

な
が
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を

し
た
い
人
は
ピ
ア
ト
ラ
・
ク
ラ
イ
ウ
ル
イ

山
地
の
麓
に
あ
る
ザ
ル
ネ
シ
ュ
テ
ィ
や
温

泉
地
の
バ
イ
レ
・
ト
ゥ
シ
ュ
ナ
ド
周
辺
が

良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
な
ら
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
い
る
ド
ナ
ウ
・
デ
ル
タ
で
す
。
ま
た
、

伝
統
文
化
体
験
に
も
関
心
が
あ
る
人
は

中
世
の
景
色
が
色
濃
く
残
る
ト
ラ
ン
シ
ル

バ
ニ
ア
地
域
を
訪
れ
て
み
て
は
ど
う
で
す

か
。
こ
こ
は
外
国
人
に
も
人
気
が
あ
る

地
域
で
す
。
外
国
か
ら
の
観
光
客
の
多

く
は
欧
州
圏
内
か
ら
で
、
特
に
ド
イ
ツ
や

ス
イ
ス
、
イ
ギ
リ
ス
が
多
い
で
す
。
そ
の

た
め
、
地
域
の
地
図
情
報
や
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
紹
介
は
英
語
と
ド
イ
ツ
語
で
提
供
し

て
い
ま
す
。
近
年
は
ル
ー
マ
ニ
ア
人
の
観

光
客
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
紹

介
し
た
地
域
以
外
に
も
見
所
は
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ル
ー
マ
ニ
ア
に
遊

び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

―
―
貴
重
な
お
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

野生のクマの観察 ©BTI_1. Observare de urşi în natură 1
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ル
ー
マ
ニ
ア
・

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

アンドレイ・ブルマー
ルーマニア・エコツーリズム協会の代表をしながら、エコツー
リズムを通じたアウトドア・アクティビティ、自然保護区やコ
ミュニティ開発を専門とするコンサルタントとして活躍。欧州、
ボツアナのエコツーリズム認証制度の開発や USAID（米国国
際開発庁）、UNWTO（国連世界観光機関）、WWF（世界自
然保護基金）などの国際機関のプロジェクトに携わる。フォト
グラファー、ガイドとしてもルーマニアの魅力を発信している。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
残
さ
れ
た

豊
か
な
自
然
と
深
い
歴
史
を
活
か
し
て

注 1 :  DMO とは、観光物件、自然、食、芸術・芸能、風習、風俗など当該地域にある観光資源に精通し、地域と協同して観光地域作りを行う法人のこと。
  Destination Management Organization（デスティネーション・マネージメント・オーガニゼーション）の頭文字の略。（出典：JTB 総合研究所）
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２
０
２
０
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
当
会
の
事
業
に
お

い
て
も
、
人
材
育
成
研
修
や
学
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
、
実
開
催
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
な
ど
、
状
況
に
応
じ
た

形
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
っ
て
遠
方
の
人
が
参
加
し
や
す
く

な
っ
た
り
、
情
報
の
交
換
が
し
や
す
く
な
っ
た
と
い
う
利
点
が
あ
る
一
方
で
、
研
修

等
の
講
師
陣
か
ら
は
参
加
者
の
反
応
が
分
か
り
づ
ら
い
の
で
や
り
に
く
い
、
参
加
者

側
か
ら
は
音
が
聞
き
取
り
づ
ら
い
等
の
意
見
も
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

幸
い
に
も
実
開
催
で
き
た
事
業
に
お
い
て
は
手
指
消
毒
や
検
温
、
マ
ス
ク
着
用
、

換
気
等
を
徹
底
し
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
度
も
引
き
続
きw

ith

コ
ロ
ナ
の
中
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
利
点
を
最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら
、
様
々
な
分
野
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

2020年度
活動報告

2020年4月1日～2021年3月31日
人
づ
く
り
（
人
材
養
成
事
業
）

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
特
化
し
た

研
修
会
の
開
催

　　

過
去
の
参
加
地
域
に
対
し
て
は
、
６
月
に
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
に
特
化
し
た
研
修
会
を
東
京
で
開
催
、
ま
た
、

２
月
に
は
参
加
希
望
制
で
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
Ｗ
Ｅ

Ｂ
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し

た
。
各
地
域
に
取
組
の
進
捗
状
況
や
成
果
を
ヒ
ヤ
リ

ン
グ
の
上
と
り
ま
と
め
、
あ
ら
か
じ
め
参
加
者
に
共

有
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
他
地
域
へ
の
相
談
な
ど
情
報

共
有
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
、
有
用
な
情
報
の
共
有
と

提
供
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

Ｂ
コ
ー
ス
に
こ
れ
ま
で
参
加
の
各
地
域
に
お
い
て

は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
の
設
立
、
地
域

Ｄ
Ｍ
Ｏ
主
催
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
旅
行
商
品
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
入
選
と
商
品
化
、
研
修

参
加
者
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
で
の
講
習
会
開
催
、

ガ
イ
ド
事
業
の
設
立
と
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
連
携
し
た
ツ

ア
ー
商
品
の
販
売
な
ど
が
具
体
的
な
成
果
と
な
っ
て

各
地
で
現
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
８
月
ご
ろ
か
ら
募
集
を
開
始
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
地
域
か
ら
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

更新講習「ケーススタディミーティング」の概要

　本業務では、奄美群島エコツーリズム推進協議会策定の「奄美群島エコツアー
ガイド認定制度」に基づく認定講習のガイド技術に関する部分を当会が担い、
講習会を実施しました。
　2020年度は新規の認定講習に加え、更新時期を迎える奄美群島認定エコツ
アーガイドに対する更新講習の一部（スキルアップ）を担いました。更新講習で
はケーススタディミーティングと題し、課題や安全管理等をテーマとし改善点等
を見出し、共有していく機会となるよう双方向型で実施しました。
　「奄美群島エコツアーガイド認定制度」は、この夏に正式決定される予定の世
界自然遺産への登録を見据え、エコツーリズムの考えに基づいて奄美群島の魅
力を伝えられるエコツアーガイドを育成すること、更にガイドの質の維持、向上
を図ることを目的としています。

奄美群島エコツアーガイド認定講習

更新講習（ケーススタディミーティング） 更新講習（ロールプレイング）

人材育成集合写真
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奄美群島広域事務組合により実施されている以下の 2つのアンケート調査より、
失敗事例（事故、クレーム等）や満足度に関する部分を抜粋し、事例として活用
する。
●「認定ガイドの意向把握調査」（2020 年 2月～ 3月にわたり認定ガイドを対象
としたアンケート調査）

●「認定ガイドに対する利用者満足度調査」（2017 年度から行われている、認定
ガイドを利用した観光客に対するアンケート調査）

	 上記のアンケート結果の抜粋より、失敗経験、利用者とのトラブル・クレーム、
事故対応等に関する情報を共有し、講師の実体験などをあわせて、トラブルへ
の対応力を高めるための講習を実施。

	 特にリスク管理と満足度向上のため以下のテーマ等での実施を想定。
■リスクマネジメント
・	利用者とのトラブル事例を題材に、どのように回避できたか、またその対応の仕
方について、適切か、他に考えられる対応について協議する。

・	事故対応事例について、どのように回避できたか、またその対応の仕方について、
適切か、他に考えられる対応について協議する。

・	リスクの予見（危機予知トレーニング）：写真を示して、その中にあるリスクを予
見し、その回避策等について話し合う。
■伝え方、楽しませ方、気配り等
・	解説や接遇の観点から、利用者満足度調査結果を分析し、利用者が何に満足し、
何を不満に感じているかを見出し、共有を図る。
■ロールプレイング
・島ごとに挙げられた課題等をもとに、場面を想定したロールプレイングを行い、
対応力を養う。

　

環
境
省
で
は
、
国
立
公
園
を
は
じ
め
と
し
た
自

然
地
域
に
お
け
る
人
材
の
育
成
を
支
援
す
る
事
業

を
２
０
１
７
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
で
は
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
等
の
拠
点
施
設
の

ス
タ
ッ
フ
の
育
成
を
対
象
と
し
た
Ａ
コ
ー
ス
と
、

エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
や
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
育
成
す
る
Ｂ
コ
ー
ス
の
２
つ
が
設
定
さ
れ
て
お

り
、
研
修
会
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
等
を
通
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
施
設
に
お
け
る
取
組
の
計
画

策
定
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
研
修
会
の
開
催

　

当
会
担
当
の
Ｂ
コ
ー
ス
で
は
、
地
域
に
お
け
る

持
続
可
能
な
仕
組
み
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め

に
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
団
体
の
設
立
や
、
事

業
化
の
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
コ
ン
テ
ン
ツ

造
成
、
販
売
等
に
対
す
る
幅
広
い
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
初
め
て
研
修
の
す
べ
て
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、
動
画
教
材
と
ラ
イ
ブ
講
義
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
複
数
回
実

施
し
、
き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。（
一
部
の
講
義
動
画
は
環
境
省
の
Ｈ
Ｐ

「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ス
ス
メ
」
に
て
一
般
公
開
）

　

Ｂ
コ
ー
ス
で
は
、
地
域
に
お
け
る
ガ
イ
ド
と
エ

コ
ツ
ア
ー
事
業
者
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
の
基
本
的
な
考

え
方
、
事
業
運
営
の
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
販
売
促
進
等
に
関
す
る

講
義
を
行
い
ま
し
た
。
研
修
中
、
各
チ
ー
ム
は
地

域
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
研
修
後
に
実
行
す
る
取
組
の
計

画
を
作
成
し
ま
す
が
、
３
日
目
は
、
そ
の
計
画
に

つ
い
て
講
師
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
な
が
ら

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
最
後
に
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

研
修
事
後
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

　

研
修
事
後
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
で
は
、
各
地

域
に
対
し
て
収
益
向
上
の
た
め
に
優
先
的
に
行
う

べ
き
取
組
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
に
参
加
し
て
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
来
年
度

以
降
の
事
業
計
画
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

環
境
省

自
然
資
源
を
活
か
す
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
人
材
育
成
支
援

ア
ド
バ
イ
ス
の
例

●	

外
国
人
観
光
客
の
目
的
は
宿
泊
目
当
て
で
な
く
、

体
験
を
目
当
て
に
や
っ
て
く
る
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
需
要
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
ま
す
ま
す
大

き
く
な
る
。

●	

野
生
動
物
の
観
察
を
メ
イ
ン
に
す
る
と
、
観
察
で

き
る
か
ど
う
か
が
大
き
な
課
題
と
な
る
の
で
、
他

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
連
携
し
「
観
察
で
き
れ
ば

ラ
ッ
キ
ー
」
と
し
て
お
く
ほ
う
が
現
時
点
で
は
無

難
。
今
後
、
平
時
か
ら
の
情
報
収
集
、
可
能
で
あ

れ
ば
専
門
家
や
専
門
機
関
と
の
連
携
を
通
じ
て
、

観
察
率
を
あ
る
程
度
の
数
字
と
し
て
も
出
せ
る

よ
う
に
な
る
と
良
い
。

●	

各
団
体
は
、
素
晴
ら
し
い
施
設
や
ス
タ
ッ
フ
で
十

分
魅
力
的
だ
が
、
地
域
と
し
て
の
知
名
度
、
魅
力

の
発
信
が
で
き
て
い
な
い
。
個
々
が
ば
ら
ば
ら
で

互
い
が
ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
か
知
ら
な

い
。
こ
れ
を
機
に
行
政
も
含
め
た
意
見
交
換
や
議

論
を
す
る
場
が
で
き
る
と
良
い
。
出
た
意
見
を
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
一
つ
一
つ
実
現
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
。
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
（
地
域
や
企
業
な
ど
の
連
携
を
後
押
し
）

東
京
観
光
財
団
受
託
事
業

世
界
自
然
遺
産
を
活
用
し
た
観
光
振
興
に
係
る
商
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
現
地
交
流
会

【
屋
久
島
】
現
地
交
流
会
（
情
報
交
換
会
、

視
察
ツ
ア
ー
、
座
談
会
）
の
開
催

　

屋
久
島
の
現
地
交
流
会
で
は
、
世
界
自
然
遺
産
地

域
で
活
動
し
て
い
る
事
業
者
や
団
体
ら
が
他
の
地
域

を
視
察
す
る
機
会
を
通
じ
て
遺
産
地
域
同
士
の
連
携

を
促
し
、
旅
行
会
社
と
地
域
の
事
業
者
の
交
流
を
促

進
す
る
た
め
に
、
現
地
ガ
イ
ド
が
案
内
す
る
視
察
ツ

ア
ー
と
座
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

視
察
ツ
ア
ー
は
雨
天
の
た
め
当
初
予
定
し
て
い
た

白
谷
雲
水
峡
か
ら
紀
元
杉
と
屋
久
杉
自
然
館
の
見
学

に
急
遽
変
更
に
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
し
た
旅
行
会

社
の
担
当
者
か
ら
は
雨
天
時
の
代
替
案
や
比
較
的
簡

単
に
自
然
体
験
が
屋
久
島
で
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
思
っ
て
い
た
屋
久
島
だ
が

実
際
に
現
地
に
来
て
ゆ
っ
た
り
と
し
た
散
歩
コ
ー
ス

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
今
後
の
造
成
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
、
と
い
う
声
も
で
ま
し
た
。

　

座
談
会
で
は
屋
久
島
野
外
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
の

松
本
代
表
（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
理
事
）
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

に
招
き
、
旅
行
会
社
は
「
４
地
域
の
世
界
自
然
遺
産

の
売
り
方
」
を
、
地
域
の
事
業
者
ら
は
「
４
地
域
が

連
携
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
話
し

合
い
、
最
後
に
参
加
者
全
員
で
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
短
い
時
間
で
結
論
を
引
き
出

す
こ
と
は
難
し
か
っ
た
一
方
で
、
各
社
、
各
地
域
の

特
性
、
強
み
・
弱
み
、
課
題
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で

き
参
考
に
な
っ
た
、
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
連
携
し
本
事
業
の
受
託
が

決
ま
り
ま
し
た
。
旅
行
会
社
や
世
界
自
然
遺
産
地
域

で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
事
業
者
や
団
体
ら

と
協
力
し
、
世
界
自
然
遺
産
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

を
活
用
し
た
各
地
へ
の
誘
客
促
進
を
図
る
商
談
会
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
現
地
交
流
会
（
白
神
山
地
・
予
定
）

の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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Ｊ
Ｅ
Ｓ
は
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
東
京
交
流
創
造
事
業

部
と
連
携
し
、
東
京
観
光
財
団
の
受
託
事
業
と
し
て

日
本
の
世
界
自
然
遺
産
地
域
へ
の
誘
客
に
向
け
た
世

界
自
然
遺
産
を
活
用
し
た
観
光
振
興
に
係
る
商
談

会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
現
地
交
流
会
を
東
京
、
大
阪
、

屋
久
島
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
世
界
自
然
遺
産
を
有
す
る
自
治
体
や
ガ
イ

ド
事
業
者
、
観
光
協
会
、
旅
行
会
社
ら
が
一
同
に
集

ま
る
本
事
業
は
今
年
で
２
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今

年
は
地
域
の
事
業
者
・
団
体
と
、
旅
行
会
社
等
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
商
談
会
に
加
え
、
東
京
で
は
世

界
自
然
遺
産
地
域
の
情
報
を
発
信
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
の
開
催
と
、
屋
久
島
で
は
世
界

自
然
遺
産
地
域
間
の
連
携
や
旅
行
会
社
と
の
交
流
を

促
す
現
地
交
流
会
（
情
報
交
換
会
・
視
察
ツ
ア
ー
・

座
談
会
）
を
新
た
に

実
施
し
ま
し
た
。
Ｊ

Ｅ
Ｓ
は
各
地
域
の
事

業
者
や
団
体
と
の
調

整
と
屋
久
島
で
の
現

地
交
流
会
の
情
報
交

換
会
及
び
座
談
会
を

担
当
し
ま
し
た
。

【
東
京
】

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
商
談
会
の
開
催

　

東
京
の
商
談
会
に
合
わ
せ
て
オ
ン
ラ

イ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
し
ま
し

た
。
視
聴
参
加
者
は
１
２
５
名
で
、
各

地
域
の
情
報
発
信
と
企
業
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
手
が
け
る
エ
イ
ト
ブ
ラ
ン

デ
ン
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
の
西
澤
明
洋
代
表

に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
阪
、
屋
久
島
を
含
む
３
会
場
に
お

け
る
商
談
会
の
旅
行
会
社
参
加
社
数
は

計
24
社
、
商
談
件
数
は
計
１
１
２
件
で

し
た
。
商
談
会
に
参
加
し
た
旅
行
会
社

の
担
当
者
か
ら
、
こ
れ
ま
で
世
界
自
然

遺
産
４
地
域
に
つ
い
て
あ
ま
り
理
解
し

な
い
ま
ま
商
品
造
成
し
て
い
た
が
、
今

後
は
よ
り
身
近
に
感
じ
て
造
成
し
て
い

き
た
い
、
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

情報交換会 @ 屋久島

視察ツアー（参加者・YNAC 市川 聡氏提供）@ 屋久島

情報交換会＠屋久島

座談会 @ 屋久島

エコツーリズム推進全体構想認定協議会
ネットワーク会議

地域での取組を企業との連携で次のステップへ

　エコツーリズム推進全体構想認定協議会ネットワーク会議は、エコツー
リズム推進法に基づくエコツーリズム推進全体構想の認定を受けた全国
18の地域が、情報共有や意見交換を行う場として設けられ、昨年に引き
続きＪＥＳが企画運営を行いました。今回、初のオンライン開催となり、認
定18地域うち15協議会が参加（過去最多）となりました。
　今回は、テーマを「地域での取組を企業との連携で次のステップへ」とし、
３つの企業の担当者を招き、各社の取組を紹介いただきながら、各地域
と企業の連携促進を目的とした意見交換を行いました。

　各社の取組としては、ふるさと納税と体験型返礼品を利用するターゲッ
ト層やマーケティング、企業版ふるさと納税の戦略や、アクティビティ販
売サイトへの掲載のスキームや事例、アウトドアイベントの開催や自治体と
の包括協定締結による取組事例などが紹介されました。
　意見交換会の中で、企業側からは、「エコツーリズムは地域によるまち
づくりの取組の一つであるため、連携にはそれぞれの地域がどのような
街づくりをしたいのかという方針を決めて、それに向けて継続的に取り組
んでいただくことが重要」といった意見や、「市場や世の中においては、
SDGsやコロナ禍により、環境に対する意識が高まっており、３密回避、
自然、アウトドア、社会貢献などの観点により、各地域と協力していきたい」
などの要望が出されました。地域側からは「具体的にどのような連携が可
能なのかがよく分かった」「自らの地域に当てはめて連携のイメージがつい
た」などの声が聞かれました。

登壇者
●	ふるさと納税関連 :	株式会社ROOTs	代表取締役	　
	 シュレスタ	翔太	氏
	 （体験型特化返礼品サービス「さといこ」運営会社	
　		博報堂DYホールディングスグループ）
●	旅行会社関連	：ベルトラ株式会社　取締役	萬年	良子	氏
●	アウトドア関連	：株式会社モンベル　
	 常務取締役・広報本部長　竹山	史朗	氏
●	ファシリテーター：
	 公益財団法人日本交通公社理事・観光地域研究部長	
	 寺崎	竜雄	氏
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商談会・シンポジウム 10 月 13 日（東京）

商談会 11 月 4 日（大阪）

現地交流会（商談会含む） 11 月 19 日〜 21 日（屋久島）

開催概要
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環
境
づ
く
り
（
実
践
者
サ
ポ
ー
ト
）

第
16
回 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞

機
運
づ
く
り

エ
コ
ツ
ア
ー
向
け
保
険

講
師
・
有
識
者
派
遣
・
紹
介

　

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
は
昨
年
度
で
16
回
目
を
迎

え
、
今
回
は
15
件
の
応
募
が
あ
り
、
新
規
応
募
は
８

件
と
約
半
数
を
占
め
ま
し
た
。
受
賞
は
大
賞
１
件
、

優
秀
賞
２
件
、
特
別
賞
４
件
の
計
７
件
の
受
賞
が
あ

り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

り
応
募
件
数
が
例
年
に
比
べ
て
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
際
立
つ
優
れ
た
取
り
組
み
が
選

出
さ
れ
、宿
坊
や
Ｏ
Ｔ
Ａ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
・

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
な
ど
、
新
し
い
事
業
形
態
の
主
体

の
受
賞
が
あ
り
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
広
が
り
を
感

じ
ら
れ
る
回
と
な
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
３
月
に
開
催
し
、
環
境
副
大
臣
よ
り
賞

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
初
め
て
の
試
み
と

し
て
表
彰
式
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
配
信
し
、
多
く
の

観
覧
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
回
の
応
募
は
９
月
の
中
旬
ご
ろ
か
ら
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
応
募
を
お
待
ち
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
。

受賞者集合写真

大賞受賞者
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２０１１２０１2 ２０１3 ２０１4 ２０１5 ２０１6 ２０１7 ２０１8 ２０１9 ２０20（年度）
0

5

10

15

20

37
2

44
5

66
3

80
3

96
13

109
9

117
16

121
7

139
11

140
9

　

Ｊ
Ｅ
Ｓ
で
は
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
る
地
域
や
団

体
か
ら
の
相
談
や
依
頼
を

受
け
、
講
師
を
派
遣
・
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

日
本
各
地
で
活
躍
す
る
エ

コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
や
観
光
事

業
者
、
研
究
者
、
観
光
や
地

域
づ
く
り
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
な
ど
様
々
な
専
門
家
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、

地
域
の
特
性
や
観
光
へ
の
取

組
度
合
い
等
を
踏
ま
え
、
要

望
に
応
じ
て
、
適
し
た
専
門

家
を
派
遣
・
紹
介
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
２
０
２
０
年
度
に

実
施
し
た
有
識
者
派
遣
を
紹

介
し
ま
す
。

「人づくり」事業・その他の実績
発注者 事業内容 開催日

青森県
自然保護課

自然公園エコツアーガイド等スキルアップ研修会
（過去２年にわたり基礎編の講習会を開催。）

10 月 15 日、19 日
11 月 2 日

山口県
自然保護課

エコツーリズムプログラムづくり支援事業（全４回）
（2019 年度に引き続いて実施。松本毅氏をアドバイザーとして県内の 3 団体に 4 回派遣。）

12 月 4 〜 5 日、19 日
2 月 16 日、18 日

自主事業
オンラインセミナー

エコツーリズム推進認定地域オンライン情報交換会
参加者数：226 名
ゲスト：13 地域のエコツーリズム推進協議会

6 月 5 日

コミュニティデザイナー山崎亮氏に聞く！
参加者数：75 名
ゲスト：山崎 亮氏（studio-L 代表取締役）

7 月 29 日

岐阜県下呂温泉の E-DMO による戦略
参加者数：63 名
ゲスト：瀧 康洋氏（下呂市エコツーリズム推進協議会会長）

9 月 2 日

With コロナの観光を考える〜日本の縮図・沖縄の離島から〜
参加者数：55 名
ゲスト：開梨 香（株式会社カルティベイト代表取締役）

11 月12 日

自主事業
学生部会
オンライン配信

第 12 回全国エコツーリズム学生シンポジウム開催
基調講演：松田光輝氏（知床ネイチャーオフィス代表）
　　　　　山田桂一郎氏（JTIC.SWISS 代表）
参加者数：105 名、発表エントリー数：14 件

12 月 13 日

　

Ｊ
Ｅ
Ｓ
で
は
ジ
ェ
イ
ア
イ
傷
害

火
災
保
険
株
式
会
社
の
保
険
代
理

店
と
し
て
、
エ
コ
ツ
ア
ー
向
け
の

保
険
（
普
通
傷
害
保
険
、
国
内
旅

行
保
険
、
賠
償
責
任
保
険
）
を
会

員
対
象
に
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
代
理
店
業
務
は
２
０
０
９

年
か
ら
開
始
し
、
２
０
２
０
年
度

は
１
４
０
団
体
、
２
７
９
件
の
契

約
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
年
間
包
括

契
約
で
あ
る
こ
と
と
、
個
人
で
の

契
約
や
小
規
模
か
ら
の
契
約
が
可

能
な
た
め
好
評
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

下
の
グ
ラ
フ
は
契
約
団
体
数
と

事
故
件
数
の
推
移
で
す
。
契
約
団

体
数
は
順
調
に
伸
び
て
お
り
、
そ

れ
に
伴
っ
て
事
故
件
数
も
増
え
る

傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
事
故
を
起

こ
さ
な
い
た
め
の
日
頃
か
ら
の
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
必
須
で
す

が
、
事
故
が
起
き
て
し
ま
っ
た
時

の
危
機
管
理
対
策
と
し
て
、
エ
コ

ツ
ア
ー
向
け
保
険
を
ご
活
用
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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「環境づくり」事業・その他の実績
事業内容 登録数

グッドエコツアー（エコツアー推奨制度）
エコツーリズムの考え方に基づく一定の基準をクリアしたツアー商品を推奨する仕組み。 23 件

賞 受賞団体 評価のポイント

大賞 高山市乗鞍山麓五色ヶ原の森／
五色ヶ原の森案内人の会

市の条例に基づく入山規制エリアでガイドを提供する活
動、モニタリングや道の維持管理、コロナに対応したショー
トコース開発など

優秀賞

株式会社五千尺　
NATUREGUIDE FIVESENSE

感染症対策としてプライベートコースの開発や情報発信に
取り組み、来訪者数を伸ばしていること

特定非営利活動法人 自然体験学校
沖縄本島南部で体験旅行を毎年多数受け入れ、地場産業
と連携したプログラムの実施を通して地域の人材育成に取
り組み、地域経済への還元も果たしていること

特別賞

下呂市エコツーリズム推進協議会 Ｅ―ＤＭＯの活動に加え、市民総参加の宝探しとその集
大成としての全国エコツーリズム大会の開催

認定特定非営利活動法人
信州まつもと山岳ガイド協会 やまたみ

山岳ガイドの活動とともに地域の子どもたちを対象に山の
楽しさや安全を伝えたり、登山道管理やモニタリングを行
うなど山に関わる総合的な活動

二尊院　宿坊えんとき（有限会社天請） 修験をエコツーリズムと捉えて信仰と文化を組み合わせた
体験を提供し、地域活性化に取り組んできたこと

ベルトラ株式会社 2020 年にエコツアー事業部を立ち上げてエコツアーに特
化した商品流通に積極的に取り組んでいること

受賞団体と評価のポイント

エコツアー向け保険契約団体数および事故件数の推移

派遣先 日にち 講師
国立・国定公園への誘客の推進事業および
国立・国定公園、温泉地でのワーケーション
推進事業審査委員会

7月15日 田島幸郎（JES事務局長・理事）

下呂市エコツーリズム推進協議会 10月26日
3月18日 田島幸郎（JES事務局長・理事）

環境省地域循環プラットフォーム
「鳴門市コウノトリ観察ツアー」についての
専門家派遣

11月５日
12月12日 横山昌太郎氏（森林インストラクター、博士（農学）

JICA「熱帯・亜熱帯におけるエコツーリズム
企画・運営（A）（B）」研修
（オンライン開催）

1月15日
2月12日

小林寛子（JES理事、東海大学教授）
赤間亜希（JES事務局）

栃木県・環境省日光国立公園管理事務所
自然ガイド等外国人対応力向上研修会
（オンライン開催）

3月9日
河合章雄氏	（富士の国やまなし通訳案内士会	理事）
湯山智美氏（富士の国やまなし通訳案内士会	通訳案内士
／ネイチャーガイド）

岐阜県中部山岳国立公園活性化推進協議会
乗鞍岳エコツーリズム検討部会 3月12日 田島幸郎（JES事務局長・理事）

有識者派遣実績

「ネットワークづくり」事業・その他の実績
発注者 事業内容

「全国エコツーリズム大会 in 下呂市」開催事業
地域住民、観光関係者、エコツーリズム実践者等を対象に開催。
1 日目シンポジウム　280 名、交流会 80 名
2 日目エコツアー　　80 名、歌舞伎鑑賞と振り返り 70 名
地域住民への宝の発信を狙いとし、ステージ上、会場ロビー等で宝の発表を行った。

11 月 15 〜 16 日
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五
色
ヶ
原
の
森
は
、

乗
鞍
岳
の
北
西
山
麓
に

広
が
る
約
３
千
ha
の
森

林
地
帯
の
中
に
整
備
さ

れ
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

エ
リ
ア
で
す
。
乗
鞍
岳

は
槍
・
穂
高
連
峰
と
い
っ

た
国
内
外
の
登
山
者
を

魅
了
す
る
北
ア
ル
プ
ス

（
飛
騨
山
脈
）
の
南
端

に
位
置
し
、
中
部
山
岳

国
立
公
園
に
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
大
き
な
開
発

の
波
に
さ
ら
さ
れ
る
こ

と
な
く
守
ら
れ
て
き
た

こ
の
森
は
、
自
然
度
の
高
い
貴
重
な
植
生
と
豊
か
な

生
態
系
が
保
た
れ
て
い
る
ほ
か
、
乗
鞍
火
山
の
痕
跡

を
色
濃
く
残
す
溶
岩
台
地
と
、
雪
解
け
水
や
豊
富
な

降
水
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
数
多
く
の
池
や
滝
、
渓

流
な
ど
が
美
し
い
景
観
を
形
づ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

高
山
市
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
護
と
利
用
の

両
立
を
図
る
た
め
、
歩
道
や
山
小
屋
等
の
施
設
整
備

時
に
お
け
る
自
然
へ
の
配
慮
は
も
と
よ
り
、
入
山
時

に
お
け
る
ガ
イ
ド
の
同
伴
、
一
日
当
た
り
の
最
大
利
用

人
数
の
制
限
、
利
用
料
金
制
な
ど
を
条
例
で
義
務
づ

け
る
な
ど
、
特
徴
的
な
利
用
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
森
は
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
に
よ
る
自
然
環
境
破
壊
の

防
止
や
豊
か
な
森
と
人
を
つ
な
ぐ
環
境
教
育
機
能
も

兼
ね
る
、
先
駆
的
な
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
サ

イ
ト
な
の
で
す
。

３
つ
の
特
徴
的
な
コ
ー
ス

　

五
色
ヶ
原
の
森
は
、
乗
鞍
岳
西
側
中
腹
の
起
伏
に

富
ん
だ
斜
面
を
横
断
し
な
が
ら
、
多
く
の
滝
や
柱
状

節
理
の
岩
壁
、
広
葉
樹
主
体
の
多
様
な
森
を
巡
る
カ

モ
シ
カ
コ
ー
ス
（
６
・
７
㎞
）、
緩
や
か
な
斜
面
に
展

開
す
る
幻
想
的
な
池
や
湿
原
、
亜
高
山
帯
針
葉
樹

林
と
夏
緑
広
葉
樹
林
の
色
分
け
が
は
っ
き
り
と
し
た

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
自
然
を
巡
る
シ
ラ
ビ
ソ
コ
ー
ス

（
７
・
３
㎞
）、
乗
鞍
岳
火
山
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
苔

む
し
た
大
き
な
溶
岩
塊
の
丘
や
飛
騨
の
奥
座
敷
と
も

い
え
る
国
内
有
数
の
貴
重
な
原
生
林
、
川
床
の
色
が

異
な
る
白
川
や
黒
川
の
渓
流
な
ど
、
特
徴
的
な
大
地

と
貴
重
な
原
生
林
を
巡
る
ゴ
ス
ワ
ラ
コ
ー
ス
（
６
・
４

㎞
）
の
３
つ
の
コ
ー
ス
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
、
森
の
案
内
人
に
よ
る
ガ
イ
ド

の
も
と
、
休
憩
を
含
め
１
日
か
け
て
ゆ
っ
く
り
散
策

い
た
だ
い
て
ま
す
が
、
各
コ
ー
ス
を
部
分
的
に
巡
る

シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
も
開
設
す
る
な
ど
、
お
客
様
の
日

程
や
体
力
に
応
じ
た
楽
し
み
方
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
五
色
ヶ
原
の
森
開
設
前
の
植
生
調
査
や

施
設
整
備
、
運
営
方
式
に
つ
い
て
ご
助
言
い
た
だ
い

た
横
浜
国
立
大
学
の
宮
脇
昭
名
誉
教
授
の
教
え
で
あ
る

「
元
手
を
食
い
つ
ぶ
さ
ず
に
利
息
で
食
い
つ
な
ぐ
」
を

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
①
本
物
に
こ
だ
わ
る
、
②
整

備
は
最
小
限
に
留
め
る
、
③
可
能
な
限
り
現
地
に
あ

る
も
の
で
整
備
す
る
と
い
っ
た
考
え
を
守
り
続
け
て
い

ま
す
。
歩
道
整
備
の
際
は
擬
木
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な

ど
を
使
用
せ
ず
現
地
の
倒
木
や
石
、
人
力
に
よ
り
行

う
ほ
か
、
エ
リ
ア
内

の
山
小
屋
で
使
用

す
る
電
力
は
渓
流

を
活
用
し
た
マ
イ
ク

ロ
水
力
発
電
に
よ

り
供
給
、
山
小
屋

の
ト
イ
レ
で
発
生
す

る
汚
水
は
、
バ
イ

オ
マ
ス
浄
化
槽
に
よ

り
外
部
に
排
出
し

な
い
な
ど
、
自
然

環
境
へ
の
負
荷
を
最

小
限
に
留
め
る
配

10

HAWAII
自然を体験できるツアーが多い

慮
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
間
が
利
用
す
る
こ
と
に
よ
る
植
生
な
ど

へ
の
影
響
の
有
無
や
認
定
ガ
イ
ド
の
質
、
歩
道
、
山

小
屋
等
の
施
設
の
利
用
状
況
な
ど
を
検
証
す
る
た
め
、

「
乗
鞍
山
麓
五
色
ヶ
原
の
森
自
然
保
護
審
議
会
」
を

設
置
し
、
有
識
者
や
関
係
行
政
機
関
な
ど
に
よ
る
継

続
的
な
調
査
、
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
お
客
様
の
休
憩
時
に
利
用
い
た
だ
く
山
小

屋
の
ト
イ
レ
に
は
、
常
に
清
潔
で
美
し
く
と
い
う
考
え

の
も
と
、
温
水
洗
浄
機
付
き
の
洋
式
便
座
を
備
え
る

な
ど
、
お
客
様
に
驚
き
と
喜
び
を
感
じ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
維
持
管
理
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

自
然
環
境
及
び
風
景
地
の
保
護
と
適
正
な
利
用
を

図
る
た
め
、
国
内
で
は
初
め
て
と
さ
れ
る
、
入
山
時

に
森
の
案
内
人
（
認
定
ガ
イ
ド
）
の
同
伴
が
条
件
と

な
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

森
の
案
内
人
の
役
割
は
、
お
客
様
の
案
内
業
務
は

も
と
よ
り
、
五
色
ヶ
原
の
森
の
自
然
環
境
の
保
全
や

植
生
破
壊
の
防
止
、
歩
道
や
山
小
屋
等
の
維
持
管
理
、

地
元
小
中
学
生
へ
の
環
境
教
育
な
ど
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
お
客
さ
ま
を
ご
案
内
す
る
際
は
、
森
の
植
生

や
動
植
物
な
ど
の
自
然
環
境
に
関
す
る
説
明
に
加
え
、

森
の
成
り
立
ち
や
人
と
の
つ
な
が
り
の
歴
史
、
地
元

の
文
化
等
を
織
り
交
ぜ
た
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
客
様
の
健
康
状
態
や
疲
労
の
度
合
い
を
見

極
め
た
無
理
の
な
い
ペ
ー
ス
配
分
や
緊
急
時
の
応
急

処
置
な
ど
、
初
心
者
の
方
で
も
安
心
し
て
お
楽
し
み

い
た
だ
け
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。
五
色
ヶ
原
の

森
の
豊
か
な
自
然
や
魅
力
溢
れ
る
地
域
と
来
訪
者
を

つ
な
ぐ
森
の
通
訳
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
五
色
ヶ
原
の
森
を
含
む
中
部
山
岳
国
立

公
園
南
部
エ
リ
ア
で
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
、
自
然

景
観
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
に
関
す
る
取
組
が
加

速
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
豊
か
な
自

然
と
ふ
れ
あ
う
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

が
急
速
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
予
約
制
や
少
人

数
、
ガ
イ
ド
同
伴
と
い
っ
た
独
自
の
制
度
を
有
す
る

五
色
ヶ
原
の
森
へ
の
注
目
度
も
飛
躍
的
に
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

五
色
ヶ
原
の
森
は
、
自
然
の
「
奥
深
さ
」、「
壮
大

さ
」、「
繊
細
さ
」
を
私
た
ち
に
伝
え
、「
学
び
」
を
与

え
て
く
れ
る
か
け
が

え
の
な
い
場
所
で
す
。

今
後
も
、
こ
の
森
の

豊
か
な
自
然
に
敬
意

を
払
い
な
が
ら
、
時

と
し
て
歩
み
を
止
め
、

謙
虚
に
自
然
と
向
き

合
う
姿
勢
を
持
ち
続

け
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

アクセス
　集合場所となる五色ヶ原の森案内センターへのアクセスは、電車で
お越しの場合、JR高山線高山駅で濃飛バスに乗り換え約40分、「五色ヶ
原の森入山口」バス停下車。お車でお越しの場合、中部縦貫自動車道
高山 ICから約50分、長野自動車道松本 ICから約1時間 15分とな
ります。

連絡先
五色ヶ原の森案内センター
岐阜県高山市丹生川町久手471番地 3
　　電話：0577-79-2280
　　メールドレス：info@goshikinomori.com
　　WEBページ：https://goshikinomori.com

Gifu.pre
takayama city
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新コース、「ゴスワラコース」をオープン
　2019年 6月に、国内有数の自然植生や乗鞍登山の歴史を中心とし
た学術的、歴史的特徴を有する新コース、「ゴスワラコース」をオープ
ンしました。森の案内人とゆっくりと森の奥深くへ足を踏み入れること
で、飛騨の奥座敷ともいえる貴重な原生植生、乗鞍登山と山岳信仰の
歴史、人 と々森のつながりなどに触れていただくことができます。

Ta/Ka/Ra/Mo/no

山郷三昭
岐阜県高山市環境政策部環境政策推進課　
環境政策係長

乗鞍山麓
五色ヶ原の森

ガラパゴスゾウガメ©Juan	Manuel	Garcia	/	CDF

ツアーの様子（木道を歩く）

岐阜県高山市

エコツーリズム
サイト

お
客
様
の
受
け
入
れ
体
制

山小屋内のトイレ

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）
な

利
用
へ
の
取
り
組
み

カモシカコース久手御越滝で記念撮影

乗鞍岳の麓、溶岩台地が織りなす
大自然と森の歴史を巡る
ガイドツアー

乗
鞍
山
麓
五
色
ヶ
原
の
森
と
と
も
に

シラビソコース横手滝つり橋で記念撮影

シラビソコース雄池から望む乗鞍岳

ゴスワラコース原生林の巨木

大賞受賞

第16回
エコツーリズム

大賞
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各地より
鳥取県
日南町

　中国山地の美しい水に抱かれた岡山県
鏡野町は、全国的にも珍しい健康づくり
条例を制定している、豊かな森林資源に
恵まれた町です。国指定の名勝地「奥津
渓」や、裏見の滝として知られる「岩井滝」
など、滝や渓谷、湖が点在し、南部には
里山の田園風景が広がっています。2019
年秋に全線開通した「高清水トレイル」は、
トレッキングを通じた健康づくりの拠点と
して注目されており、美作三湯の一つ「奥
津温泉」や、「姫とうがらし」を始めとし
た特徴ある農林水産物、たたら文化が感
じられる「木地師の館」や、国指定重要
文化財「旧森江家住宅」など、貴重な自
然や文化が息づいています。
　こうした中で、人口の減少や観光ニー
ズの多様化に加え、近年の気候変動や感
染症等によるリスクの増大など観光産業
は大きな転換期を迎えており、課題解決

に向けた一体的な取り組みとして、地域
の伝統文化と豊かな自然を生かしたまち
づくり・地域活性化を目的として、地域
の自治組織や事業者等によって構成される

「健康の町かがみのエコツーリズム推進
協議会」を設立しました。
　活動内容としては、高清水トレイルを
中心とした資源調査の実施や活用方法な
どのルール作りの他、案内人の育成や受
入環境の整備、モニターツアー等を通じ
た効果検証を行います。また、アフター
コロナを見据えた PR イベントやプロモー
ションも徐々に再開しながら、ファンクラ
ブ制度の活用等による情報発信を強化し、
ファン創出に向けた取り組みを戦略的に
進め、令和 4 年度にはエコツーリズム推
進法に基づく「エコツーリズム推進全体
構想」の作成・認定を目指しています。

　谷川岳インフォメーションセンターは、歴
史や文化を学び、周辺の自然環境の楽しさを
知ってもらうほか、最新の情報を提供する施
設としてオープンしました。
　そして、エコツーリズムの拠点施設として
谷川岳エコツーリズム推進協議会が管理運営
をしています。
　建物内は、ホール、展示室、多目的室が
あり、ホールでは植物の開花等の最新情報を
入手したり、大きなベンチに座って休憩した
りすることができます。また、冬には薪ストー
ブを囲んで休憩できます。
　展示室は、谷川岳の植物や地質、動物を
解説している常設のパネル展示があります。
この展示パネルをインタープリターが解説す
ることによって、周辺の動植物の理解を深め
るほか、フィールド歩きをより楽しめるよう
にしています。
　また、谷川岳の四季や登山コースを案内す
る映像を見たり、ラフティングやイヌワシ目
線映像のＶＲ体験をしたりできます。
多目的室は、小・中学生の環境教育の場の
ほか県内外の小・中学生の野外学習の場とし
て利用する予定です。
　谷川岳周辺を安全に楽しく過ごすためにぜ
ひお立ち寄りください。

にちなんエコツーリズム推進協議会を設立

〈背景写真〉「豊かな大阪湾」エコバスツアー 生き物観察（阪南 2 区人工干潟）

岡山県
鏡野町

　今年 5 月に IUCN から世界自然遺産への登
録の勧告を受けた奄美大島では、世界自然遺
産推薦区域及び緩衝地帯に含まれる市道三太
郎線周辺においてナイトツアー等による夜間
の車両通行が増加しており、アマミノクロウ
サギ等の野生動物の生息地のかく乱や交通事
故、密猟、ナイトツアーにおける利用体験の
質の低下や利用者同士のトラブルなどといっ
た問題が生じています。これについては、前回

（平成 30 年 5 月）の IUCN 勧告においても、
増加しつつある観光利用の脅威の影響を最小
限に抑えるための実効性のある観光管理が必
要との指摘がなされています。
　そこで、関係する行政機関、地元町内会、
エコツアーガイド、民間企業、NPO などで「奄
美大島三太郎線周辺における夜間利用適正化
連絡会議」を設置し、夜間利用ルールの設定
に向けた検討を進めています。
　令和 3 年のゴールデンウィークには、令和
2 年秋に実施した第 1 回実証実験の結果を
踏まえ、第 2 回実証実験を実施し、事前予
約制により通行可能台数を 30 分毎に各方向
1 台に制限する、世界自然遺産推薦区域に含

まれる道路（市道スタル俣線、市道三太郎線
から分岐している）を通行止めとする、走行
速度を時速 10km 以下に制限する、野生動
物への配慮の仕方や他の利用者とのコミュニ
ケーション方法を明確化するなど、試験的に
設定した利用ルールを運用してみました。た
だし、これらの利用規制には法的強制力はな
いため、利用者に協力を依頼する形で実施し
ています。詳細な結果は分析中であるものの、
実験期間中の利用の 1/3 が未予約利用であっ
たことや通行止め区間にも立ち入った車両が
あったことなど、複数の課題が見つかっていま
す。計 2 回の実証実験の結果を踏まえてどの
ような利用ルールを設定し、それをどのよう
に運用していけば良いのか、更なる検討が必
要です。
　人の生活圏と希少な野生動物の生息地が密
接している奄美大島ならではの難しい課題で
すが、世界自然遺産の価値がある地元の自然
をどうすれば未来の子供たちに伝えていける
のか、頭をひねり行動することが今を生きる
私たちの役目だと感じています。

奄美群島
　中国地方のほぼ中心に位置する鳥取県日
南町は、面積の約 9 割が森林で一級河川日
野川が流れる自然豊かな町です。この自然
の中には、オオサンショウウオやヒメボタル、
野生のサクラソウなど希少な動植物の生息
地が多く存在しています。しかし、これらの
場所は地域や保護団体、研究者により守ら

れてきましたが、法的な保護なく危険な状
況にあり、生息域が狭まってきている状況で
した。そこで日南町では、これら町の貴重
な財産を守るため、保護団体や町観光協会
とタッグを組み、平成 31 年 3 月に「にち
なんエコツーリズム推進協議会」を設立し
活動をおこなってきました。
　協議会では、科学的知見に基づいた利害
関係者の調整とルール作りと生物保護によ
り生じる経済的損害の補填と利益を生むし
くみを作ることを役割として活動していま
す。そのために、これまでオオサンショウウ
オやヒメボタルの生息などに関する基礎調
査や、日南町の動植物だけでなく習俗・習慣・
伝統文化などの宝の掘り起こし、エコツアー

プログラムの開発と実施、環境保護意識の
啓発や担い手育成をおこなってきました。
　今年度は、これまで蓄積したものを元に
全体構想を取りまとめ、持続可能なルール
作りと、しくみ作りを行い、エコツーリズム
推進法認定団体への登録を目指すと共に、
日南町の宝を次世代に引き継ぐべく活動を
進めていきます。

山根篤大（環境省沖縄奄美自然環境事務所 奄美群島国立公園管理事務所 国立公園保護管理企画官）

エコバスツアー

鈴木香理
（谷川岳エコツーリズム推進協議会事務局・
みなかみ町観光商工課）

　大阪府では、府民のみなさまに、楽しみな
がら大阪湾の魅力を感じていただき、プラス
チックごみ対策など大阪湾の環境保全の取組
みへの理解を深めていただくことを目的とし
て、エコツーリズムを推進しています。今回
は、「『豊かな大阪湾』エコバスツアー」、「大
阪湾うみ・まちウォーク」、「大阪湾魅力ウォー
ク with アスマイル」について紹介します。
　「『豊かな大阪湾』エコバスツアー」は、大
阪湾の魅力を感じながら環境学習ができるツ
アーとして令和元年度に開催しました。府内
に残る数少ない自然海浜（岬町）での水質
調査や人工干潟（岸和田市）での生き物観察、
大阪湾の写真の撮影会等を組み合わせたバ
スツアーを行い、ご好評を頂きました。
　「大阪湾うみ・まちウォーク」は、大阪湾
沿いに路線を有する南海電気鉄道株式会社
と協働して、うみとまちのつながりが感じら
れる景観や漁港のある風景などを巡るウォー

キングイベントとして平成 29 年度から開催し
ています。これまでに、阪南市やりんくうエ
リア（泉佐野市、田尻町）、堺ベイエリアな
どで開催し、ルート上に美化活動の実施を組
み込む等、環境の保全について考えていただ
けるよう工夫してい
ます。
　「 大 阪 湾 魅 力
ウォーク with アス
マイル」は、より多
くの人に参加いただ
けるよう、府民の健
康をサポートするア
プリ「アスマイル」
と連携したウォーキ
ングイベントとして
開催しています。今
年の春には、渡船や
海の景観を楽しみな

がら天保山周辺のベイエリア（大阪市）を巡
るコースで開催し、多くの方にご参加頂きま
した。
　皆様も、ぜひ大阪湾の多様な魅力に触れ
に来てください。

大阪府

川村優圭（大阪府環境農林水産部環境管理室環境保全課主事）

牧 恭平（日南町企画課）

健康の町かがみの
エコツーリズム推進協議会の設立と取組
小谷 英（健康の町かがみのエコツーリズム推進協議会・鏡野町産業観光課）

大阪湾の魅力と環境保全について知るエコツーリズム

群馬県
みなかみ町

奄美大島三太郎峠周辺の夜間利用ルールづくり

実証実験告知看板（赤・青）とロードキル注
意喚起看板（黄）

ナイトツアーで生き物を観察する利用者

「谷川岳インフォメーション
センター」オープン

便り     p
 o s t
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各地域からエコツーリズム推進に関する取組をご紹介いただく
コーナーです。続々と新しい取組が始まっています。

エコツーリズムサイト
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岐
阜
県
に
あ
る
下
呂
温
泉
は
千
年
以
上

の
歴
史
を
持
つ
日
本
三
名
泉
の
一
つ
で
あ

り
、
古
く
か
ら
湯
治
の
場
と
し
て
利
用
さ

れ
、
そ
の
後
観
光
地
と
し
て
発
展
し
て
き

た
日
本
を
代
表
す
る
温
泉
地
の
一
つ
で
あ

る
。

　

下
呂
温
泉
が
位
置
す
る
下
呂
市
は
、
持

続
可
能
な
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
中
、

「
下
呂
市
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構

想
」
を
策
定
し
、
同
構
想
は
２
０
１
８
年

４
月
、
環
境
大
臣
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

大
臣
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
た
。

　

こ
の
構
想
の
下
、
下
呂
市
で
は
、
地
域

資
源
の
保
護
・
活
用
、
観
光
振
興
、
地
域

振
興
の
同
時
達
成
を
目
指
し
て
、
エ
コ
ツ

ア
ー
（
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
食
、
地
域

住
民
と
の
交
流
等
の
体
験
）
を
は
じ
め
と

す
る
様
々
な
取
組
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
下
呂
市
の
代
表
的
な
資
源
で
あ

る
温
泉
を
軸
と
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
の

発
展
に
向
け

て
は
、
エ
コ

ツ
ア
ー
の
果

た
す
役
割
・

効
果
が
重
要

と
な
る
。

　

こ
の
よ
う

な
問
題
意
識

に
基
づ
き
、

下
呂
市
で
温

泉
施
設
を
運

営
す
る
株
式

会
社
水
明
館

は
、
エ
コ
ツ

ア
ー
が
温
泉

利
用
者
に
ど

の
よ
う
な
効

果
を
も
た
ら

す
の
か
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

調
査
の
概
要
は
右
の
通
り
で
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

は
下
呂
温
泉
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、

調
査
実
施
の
際
に
も
多
く
の
困
難
が
あ
っ

た
が
、
関
係
者
の
協
力
の
下
、
感
染
対
策

に
最
大
限
配
慮
し
な
が
ら
様
々
な
努
力
を

重
ね
、
無
事
調
査
終
了
に
至
っ
た
。
そ
の

調
査
結
果
の
要
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

調
査
結
果
の
要
点

・
温
泉
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
心
身
に
対

す
る
改
善
効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
人
の

割
合
が
非
常
に
高
く（
大
半
の
項
目
で
８

割
前
後
）、温
泉
の
効
果
が
認
め
ら
れ
た

こ
と

・
温
泉
を
利
用
す
る
人
の
中
で
も
、
エ
コ
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
人
は
、
参
加
し
て
い
な

い
人
に
比
べ
て
心
身
に
対
す
る
改
善
効

果
が
更
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

・
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
者
の
９
割
以
上
が
、
地

域
（
下
呂
温
泉
）の
自
然
、
歴
史
、
文
化

に
対
す
る
理
解
が
向
上
し
た
と
認
識
し

て
い
る
こ
と

・
今
後
の
エ
コ
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
意
向
は
、

参
加
体
験
の
あ
る
人
で
８
割
以
上
と
高

い
こ
と
。
ツ
ア
ー
へ
の
感
想
を
み
る
と
満

足
感
や
充
足
感
を
得
て
い
る
声
が
多
く
、

参
加
者
の
リ
ピ
ー
ト
意
向
が
高
い
こ
と

　

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
の
中
で
も
最
も
重

要
な
成
果
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、「
温
泉
だ

け
を
利
用
す
る
滞
在
者
よ
り
も
、
温
泉
に

加
え
て
エ
コ
ツ
ア
ー
を
体
験
す
る
人
の
方

が
、
よ
り
心
身
に
対
し
て
改
善
効
果
が
見

ら
れ
た
」
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

本
調
査
結
果
は
、

持
続
可
能
な
観
光

ま
ち
づ
く
り
や
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
理
念

に
基
づ
く
取
組
を

進
め
て
い
る
温
泉

地
に
お
い
て
活
用

で
き
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、

他
の
温
泉
地
が
同

様
の
取
組
を
始
め

る
際
の
参
考
情
報

と
も
な
る
だ
ろ
う
。

現 場から
エコツーリズムの下呂温泉における

エコツアーの効果に関する調査
～温泉利用＋エコツアー体験が
　　心身に対してより改善効果をもたらす～　

西村公一　
（株式会社未来政策研究所　
 主任研究員）

89

「小坂の滝巡り」ツアー（小坂地区）

「竹原ふるさと散策」ツアー（下呂地区）　

「馬瀬里山ガイドウォーキング」ツアー（馬瀬地区）

西村公一（株式会社未来政策研究所　主任研究員）
2004年より株式会社未来政策研究所にて、観光分野、まち
づくり分野、エネルギー分野等の調査・研究業務に携わる。
国際政治経済学修士（英国ウォーリック大学）、観光学博士
（北海道大学）、文教大学非常勤講師。

※本内容は「環境省令和２年度新・湯治の効果に関する協同モデル調査業務（温泉地におけるエコツアーの効果に関する調査）」の調査結果を引用したものである。

〈調査概要〉
・調査地域：岐阜県下呂市（下呂温泉）
・調査対象：
　①下呂温泉「水明館」の滞在客
　②下呂市で実施しているエコツアーの参加者　
・調査手法：アンケート調査票の配布・回収
・回収サンプル数：
　①施設滞在者：303 サンプル
　②ツアー参加者：218 サンプル
    （合計：521 サンプル）
・調査期間：2020 年９月～ 2021 年１月
・調査統括：株式会社 水明館
・調査実施：一般社団法人 下呂温泉観光協会
・分析：株式会社 未来政策研究所
・監修：真板昭夫    （北海道大学客員教授）
　　　   海津ゆりえ（文教大学教授）
・協力：一般財団法人日本健康開発財団

　メキシコ、ユカタン半島では先住
民族のマヤ民族が先祖代々の伝統を
継ぎ暮らしています。　絶頂期には
南北米大陸で最も豊かな文化を誇っ
ていた古代マヤ文明ですが、その子
孫は現在メキシコ国内で多くの社会
的格差に直面し、街から遠く離れた
ジャングルに集落を作りひっそりと
暮らしている人々が多くいます。
　新型コロナウイルスの影響により、
観光収入が途絶え、厳しい生活を
余儀なくされている彼らの状況を目
の当たりにし、HIS メキシコ法人は
2020 年 6 月に彼らを支援する活動

を始めました。
　『マヤ刺繍プロジェクト』と名付け
られたこのプロジェクトはクラウド
ファンディングで資金を募り、観光
だけでなくインターネットを用いた
販売経路を作り上げることで、マヤ
伝統の刺繍を守り、女性たちの経済
的自立を支援することを目的として
います。現地 NPO【マヤ女性の尊
厳を守る会】との協働プロジェクト
で、同会の代表のラウラ氏は 2002
年よりマヤ村の生活支援を行い、特
に社会的地位の低いマヤ女性の支援
を行ってきました。

　このプロジェクトの主な活動は、
仕事がない女性を対象に、月に 3 回
ほどの刺繍レッスンを開講し (2020
年 7 月実施 )、そこからオリジナル
のデザインを考案し商品化すること
で、マヤ村オリジナルブランド「Coco 
Maya」も立ち上げています。現在、
マヤ村で作られた商品は「MAYA 

MEXICO」という HIS メキシコの
物販サイトで販売しています。
　今後の取り組みとして衛生的な工
房の設立や、アーティストとのコラ
ボレーションなども考えているとこ
ろで、マヤ村の商品を日本や世界に
向けて積極的に発信していく予定で
す。

クリッピング

海外情報

メキシコ、マヤ刺繍プロジェクト
相原朋子（HISメキシコ・マヤプロジェクト推進部）01

マリオット・インターナショナルが提供する
「Good Travel with Marriott Bonvoy」
原田あんり（ザ・リッツ・カールトン沖縄　セールス＆マーケティング　マーケティングコミュニケーションズマネージャー）

02
　「マリオット・インターナショナル」
はアジア太平洋地域の 15 軒のホテ
ルにて、コロナ禍の先を見据えた新
時代の観光を考案し、体験型プログ
ラム「Good Travel with Marriott 
Bonvoy」を開始しました。このプ
ログラムでは、環境保全、地域コミュ
ニティの活性化、海洋保護の 3 種の
テーマを基に、「ここでしか体験で
きない特別」な高付加価値ある宿泊
体験が楽しめます。

　日本国内では「ザ・リッツ・カー
ルトン沖縄」にて、「サンゴの苗作り
体験」を楽しむことができます。同
アクティビティでは、経験豊富な海
洋インストラクターによる、沖縄の
豊かな海の生態系を作り出すために
大切な役割を果たしているサンゴの
働きについてのレクチャーに参加す
る他、沖縄近海のサンゴ礁が現在直
面している危機について共に考え、
サンゴ礁の保護および回復のために

必要なアクティビティを実
際に体験していただきます。
またオプションでは実際に
ラグーンにてサンゴの苗を
植える体験もあります。

クリッピング

海外情報
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Maya Mexico のサイト
https://mexico-maya.com/?v=24d22e03afb2&fbclid=IwAR1IGeFSASFUd_K7

サンゴの苗作り体験 

ザ・リッツ・カールトン沖縄

サンゴ畑（沖縄ダイビングサービスLagoon）


